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よ
く
あ
る
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

方　　策
西条地区

工業用水からの 
一部転用

海水淡水化

１日最大給水量（㎥） 48,000 48,000
概算事業費（億円） 350 ～ 420 350 ～ 400

１㎥の水を造るために
必要なコスト（円） 140 ～ 160 270 ～ 300

水道料金増加率 約 10 〜 15％ 約 40％
総合評価 ○ △

※�施設の稼働率は８０％と想定しています。海水淡水化は、プラ
ントの電気代などランニングコストが高いため、結果として、
水の供給コストが高くなります。（平成17年度検討資料から）

　

本
市
の
水
資
源
対
策
の
う
ち
、
長
期
的
施
策
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
新
た
な
水
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、

よ
く
あ
る
ご
質
問
に
お
答
え
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
検

討
し
て
き
た
水
源
開
発
の
方
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

項目名 取水の安定性に対する評価

下水処理水の再利用（工業用水） × 第5次水質総量規制等から、現在の水質より劣る処理水
を転用することはできない

下水処理水の再利用（農業用水） × 放流水質による河川の生態系や周辺井戸等への影響があ
る

下水処理水の再利用
（農業用井戸） × 放流水質による自家水等への影響がある

石手川ダムの嵩上げ × 工事中の代替水源、洪水調節機能等の確保ができない

石手川ダムの
洪水調節容量の利用 × 耐震補強工事中の代替水源、洪水調節機能等の確保が

できない。予備放流等にかかる治水上の問題がある

市工業用水の転用 × 契約水量を確保する責務があり、転用できる余水がない

農業用水の転用 × かんがい範囲は減少していない。受益地が存在している
間は転用できる余水がない

新規ダム ×
既得水利があるため､１ダムあたりの確保水量は10,000㎥
/日程度であり、48,000㎥/日確保するには複数のダムが
必要になる

小規模貯水池 ×
１ヵ所あたりの確保水量は約230㎥/日で、48,000㎥/日を
確保するには約200ヵ所の貯水池が必要であるが適地は
ほとんどない

地下ダム × 地下水の流動に大きな影響を与える

トンネル湧水 × 周辺の表流水や下流の地下水の水収支に大きな影響を与
える

トンネル貯水 ×

10,000㎥/日確保するのに43kmの延長が必要になる
（48,000㎥/日では200km以上）。
洪水時の貯留の場合､大規模な沈殿池及び送水設備が必
要になる

重信川河床貯水池 × 工事中、重信川と同規模の河川の建設が必要。周辺の表
流水や下流の地下水の水収支に大きな影響を与える

人工降雨 × 降雨確率､降雨量は未知数。効果が定量的に測られてい
ない

海水淡水化 ○ 季節や気象の変動に左右されることなく､年間を通じて安
定的に利用できる

西条地区工業用水の一部転用
（黒瀬ダム未利用水からの

松山分水）
○ 県工業用水には将来的にも79,000㎥/日の未利用水があ

る。（県水資源対策特別委員会）

面河ダム用水の転用（工業用水） × 給水実績から見て転用できる余水がない

面河ダム用水の転用（農業用水） × 給水実績から見て転用できる余水がない

面河ダム用水の転用（発電用水） × 不安定な水源であり、恒常水源とはならない

水源開発19方策に対する評価（取水の安定性）
　　※恒常水源として日量 48,000㎥の水量確保が見込まれるもの◦、見込めないもの×

２方策のコスト比較

（平成17年度検討資料から）

　

Ｑ
１　

新
規
水
源
開
発
量
１
日
最
大
４
万
８
千
立
方
㍍
は
過
大
で

は
な
い
で
す
か
。

　

Ａ
１　

一
部
に
は
不
足
水
量
は
１
日
に
２
万
立
方
㍍
以
下
で
、
恒

常
的
な
水
源
は
必
要
な
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
近
年

の
実
績
値
の
み
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
や
、
第
５
次
松
山
市
総

合
計
画
に
お
け
る
水
道
整
備
に
よ
る
拡
張
方
針
を
考
慮
し
て
い
な
い

た
め
で
す
。

　

そ
こ
で
、
需
要
予
測
の
基
本
的
な
３
点
に
つ
い
て
、
以
下
長
期
的

水
需
給
計
画
の
基
本
計
画
と
、
ご
意
見
の
違
い
を
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。

（
基
本
計
画
）

　

給
水
人
口
を
推
計
す
る
た
め
の

水
道
普
及
率
を
市
民
皆
水
道
を
達

成
す
る
た
め
９９
・
５
パ
ー
セ
ン
ト

と
し
、
給
水
人
口
を
５
１
８
、
３

０
０
人
と
し
て
い
ま
す
。

（
質
問
）

　

簡
易
水
道
な
ど
の
統
合
・
拡
張

の
必
要
は
な
く
、
現
在
の
普
及
率

約
９3
パ
ー
セ
ン
ト
が
妥
当
で
は
な

い
か
。

（
本
市
の
見
解
）

　

い
ま
だ
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
北
部
の
山
間
地
域
や
水
道
の

隣
接
区
域
か
ら
は
、
統
合
・
拡
張

を
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

水
道
事
業
者
と
し
て
拡
張
に
努
め

る
こ
と
は
当
然
の
責
務
で
す
。
こ

う
し
た
上
水
道
の
恩
恵
を
受
け
て

い
な
い
市
民
は
３
万
人
を
越
え
、

そ
の
未
給
水
地
区
な
ど
だ
け
で
も

日
量
約
１
万
立
方
㍍
と
推
計
し
て

い
ま
す
。

（
基
本
計
画
）

　

渇
水
の
影
響
の
な
い
平
成
１３
年

度
の
実
績
を
ベ
ー
ス
に
、
着
実
に

進
行
し
て
い
る
核
家
族
化
や
昼
間

の
在
宅
人
口
の
増
加
な
ど
、
需
要

を
押
し
上
げ
る
要
因
に
加
え
、
節

水
の
取
り
組
み
効
果
に
よ
る
減
少

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
基
づ
き
算
出

し
、
３
１
０
㍑
と
推
計
し
て
い
ま

す
。
こ
の
推
計
値
は
、
１７
年
の
合

併
を
機
に
、
直
近
の
１６
年
度
の
実

績
で
検
証
を
加
え
て
い
ま
す
。

（
質
問
）

　

近
年
の
実
績
値
は
約
３
０
０
㍑

で
推
移
し
て
お
り
、
基
本
計
画
の

３
１
０
㍑
は
過
大
で
は
な
い
か
。

（
本
市
の
見
解
）

　

近
年
の
実
績
値
の
み
を
採
用
す

る
と
、
渇
水
の
た
め
家
庭
や
事
業

所
な
ど
の
水
使
用
を
減
圧
給
水
に

よ
っ
て
供
給
面
か
ら
削
減
し
た
こ

と
や
、
市
有
プ
ー
ル
の
使
用
制
限

に
よ
る
影
響
な
ど
が
全
く
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
基
本
計
画
） 

　

１０
年
に
１
回
発
生
す
る
最
大
需

要
量
に
対
応
す
る
た
め
、
過
去
１０

年
間
に
お
い
て
最
小
値
で
あ
る
８５

パ
ー
セ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

（
質
問
）

　

近
年
の
実
績
値
は
約
９０
パ
ー
セ

ン
ト
で
推
移
し
て
お
り
、
８５
パ
ー

セ
ン
ト
は
過
小
で
は
な
い
か
。

（
本
市
の
見
解
）

　

近
年
の
渇
水
に
よ
り
、
ピ
ー
ク

時
の
水
需
要
量
を
抑
制
し
て
い
る

た
め
、
実
績
値
の
み
に
着
目
し
水

道
施
設
整
備
を
進
め
る
と
、
安
定

給
水
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

Ｑ
２　

面
河
ダ
ム
（
工
業
・

農
業
用
水
）
か
ら
の
分
水
は

で
き
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
２　

面
河
ダ
ム
を
水
源
と

す
る
工
業
用
水
は
、
計
画
給

水
量
日
量
１０
万
６
千
立
方
㍍

全
量
を
使
用
者
と
契
約
し
て

お
り
、
毎
年
ほ
ぼ
契
約
量
に

近
い
水
量
が
使
用
者
に
供
給

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
用
水
は
水
利

権
が
６
月
か
ら
１０
月
ま
で
の

か
ん
が
い
期
間
に
限
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
年
間
を
通
し

た
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
上
、
使
用
水
量
は
毎
年
の

天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
大

き
く
変
動
す
る
も
の
の
、
お

お
む
ね
８
割
以
上
の
使
用
で

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
長
期
的
水
需
給
計

画
に
お
い
て
、
基
準
渇
水
年

と
し
て
い
る
平
成
１４
年
に
は

９
割
を
、
６
年
の
渇
水
時
に

は
全
量
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
現
時

点
に
お
い
て
松
山
市
の
上
水

道
に
転
用
で
き
る
余
水
は
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
３　

な
ぜ
、
黒
瀬
ダ
ム
未

利
用
水
か
ら
の
松
山
分
水
を

最
優
先
と
し
た
の
で
す
か
。

Ａ
３　

不
足
水
量
４
万
８
千

立
方
㍍
を
恒
常
水
源
と
し
て

安
定
的
に
確
保
で
き
る
方
策

は
「
西
条
工
水
の
一
部
転
用

（
注
）
１
日
平
均
給
水
量
か
ら
１
日
最
大
需

要
量
を
推
計
す
る
た
め
の
指
標
値
。
数
値

が
小
さ
い
ほ
ど
最
大
需
要
量
へ
の
対
応
が

可
能
な
、
よ
り
安
全
な
計
画
と
な
る
。

不足水量　48,000㎥の算出根拠

項
目 

内
容 

備
考 

① 
目
標
年
次 

平成
27年度 

② 
地
区
内
人
口

520,700
人 

松山市域全体524,100
人 のうち、中 島 地 区
3,400人を除く

③ 
地
区
内

給
水
人
口

518,300
人 

普及率
99.5%

④ 

水需要量

一
人
１
日
平
均

給
水
量 

310
ﾘｯﾄﾙ 

⑤ 

１
日
平
均

給
水
量

160,300
㎥

⑥ 

１
日
最
大

給
水
量

188,600
㎥

負 荷 率
　85％

⑦ 

供給可能量

１
日
最
大

供
給
量

140,700㎥ 

10年に一回規模
の渇水における供
給可能量 

⑧ 

内　訳

松山地区

ダム 

59,000
㎥

⑨ 

地下水 

73,700
㎥ 

⑩ 

北
条
地
区 

8,000
㎥ 

地下水と表流水

⑪ 
新
規
水
源
開
発
量

（
１
日
当
た
り
）

48,000㎥ 

188,600－140,700
　　　＝47,900
　　　≒48,000

（
黒
瀬
ダ
ム
か
ら
の
松
山
分

水
）」
と
「
海
水
淡
水
化
」
の

２
つ
で
あ
り
、
コ
ス
ト
面
か

ら
西
条
工
水
の
一
部
転
用
を

最
優
先
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
水
資
源
担
当
部
長
付
☎
948
６
８
７
６
・

934

１
８
８
６
、
㈽
企
画
総
務
課
☎
998
９
８
２
４
・

932
３
３
２
５
へ

4月 5月 6月 7月 8月

4,600

4,400

4,200

4,000

0

（千㎥）

平成21年
平成22年

上水道の給水量 夏
場
の
給
水
量
が
増
加

①
給
水
人
口

②
一
人
１
日
当
た
り
の
給
水
量

③
負
荷
率
（
注
）

　

本
年
は
記
録
的
な
猛
暑
と
少

雨
に
よ
り
例
年
以
上
に
上
水
道

の
給
水
量
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
下
水
の
水
位
も

低
下
し
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
水

を
多
く
使
う
時
期
で
す
の
で
、

引
き
続
き
節
水
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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